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真
田
是
著
作
集
の
第
１
巻
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
公
刊
さ
れ
た
真
田
先
生
の
社
会
問
題
に
関
す
る
諸
著
作

の
な
か
か
ら
一
七
篇
を
選
ん
で
、
Ⅰ
「
基
本
的
視
点
」、
Ⅱ
「
社
会
問
題
の
『
基
礎
理
論
』」、
Ⅲ
「
社
会
問
題
の
展
開
」、
Ⅳ
「
戦
後

日
本
の
社
会
問
題
の
展
開
」、
Ⅴ
「
社
会
問
題
の
克
服
」
と
い
う
枠
組
み
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
真
田
先
生
は
一
九
五
〇
年
代

半
ば
か
ら
、
一
方
で
社
会
学
に
お
け
る
社
会
問
題
理
論
を
史
的
唯
物
論
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
実
証

的
に
社
会
問
題
の
調
査
を
手
掛
け
て
い
る
。
一
九
六
五
年
の
『
現
代
社
会
学
と
社
会
問
題
』（
青
木
書
店
）
は
初
期
の
社
会
問
題
研

究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
著
作
で
あ
り
、
史
的
唯
物
論
に
よ
る
社
会
学
的
社
会
問
題
理
論
批
判
と
史
的
唯
物
論
に
基
づ
く
社
会
問

題
論
の
構
築
と
い
う
課
題
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

　

第
１
巻
で
は
、
こ
の
真
田
社
会
問
題
論
の
形
成
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
の
著
作
と
し
て
、『
現
代
社
会
学
と
社
会
問
題
』
の
な
か

か
ら
、
Ⅰ
「
基
本
的
視
点
」
と
し
て
、
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
の
社
会
問
題
理
論
─
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
学
批
判
」
の　

第
１
章
「
概

要
」、
第
二
部
「
社
会
理
論
と
社
会
問
題
理
論
」
の
第
１
章
「
社
会
問
題
の
本
質
」、『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
34
号
（
一
九
六
四
年
）
に
掲

載
さ
れ
た
、「
社
会
問
題
の
構
造
─
主
観
的
条
件
と
客
観
的
条
件
─
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
社
会
問
題
研
究
で
は
、
ア

メ
リ
カ
社
会
学
の
社
会
問
題
理
論
を
俎
上
に
あ
げ
て
、
そ
の
現
代
社
会
の
現
実
の
歪
曲
と
体
制
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
徹
底
的

に
批
判
し
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
問
題
理
論
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
真
田
先
生
の
社
会
問
題
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
に
社
会

問
題
を
隠
蔽
す
る
時
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
煙
幕
へ
の
批
判
を
先
行
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
問
題
把
握
を
精
緻
化
す
る
と
い
う
研
究
姿

勢
が
一
貫
し
て
と
ら
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
そ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
を
ふ
ま
え
て
、「
社
会
問
題
の
本
質
」
と
は
何
か
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労

働
問
題
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
下
で
の
剰
余
価
値
法
則
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
労
働
者
階
級
の
被
る
社
会

的
苦
難
だ
け
が
社
会
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
社
会
問
題
の
本
質
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
資
本
主
義
的
労
働
問
題
が
経
済
外
的

強
制
＝
支
配
者
の
恣
意
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
労
働
過
程
で
の
自
然
必
然
的
な
搾
取
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
社
会
的
苦
難
で
あ
り
、
資
本
主
義
的
な
生
産
関
係
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
根
本
的
な
解
決
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
剰
余
価
値
法
則
以
外
の
経
済
法
則
の
影
響
を
う
け
て
旧
中
間
層
な
ど
に
も
社
会
的

苦
難
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
問
題
以
外
の
社
会
問
題
や
諸
階
級
・
階
層
を
縦
貫
す
る
よ
う
な
社
会
問
題

範
疇
が
成
立
す
る
。

　

社
会
問
題
は
資
本
主
義
的
生
産
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
客
観
的
な
社
会
的
苦
難
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
こ
れ
ら
が
「
好
ま

し
か
ら
ず
」
と
し
て
社
会
的
に
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
、
現
実
に
社
会
問
題
と
し
て
成
立
し
な
い
。
こ
の
こ
と
の
も
っ
て
い
る
意
味
の

重
要
性
を
ふ
ま
え
て
社
会
問
題
理
論
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
真
田
社
会
問
題
論
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
に
お

い
て
は
客
観
的
に
社
会
問
題
が
存
在
し
て
い
て
も
、
認
識
主
体
に
遅
れ
が
あ
る
こ
と
で
、
現
実
に
成
立
し
な
い
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。

こ
こ
か
ら
誰
が
社
会
問
題
の
認
識
主
体
と
な
る
か
、
認
識
の
妥
当
性
は
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
理
論
的
課
題
が
で
て
く
る
。
真

田
先
生
は
こ
の
課
題
を
、
具
体
的
に
は
、
労
働
者
階
級
の
社
会
問
題
認
識
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
う
し
た
社
会
問
題
を
研
究
す
る
際
の
観
点
と
し
て
、
異
常
な
状
態
の
把
握
で
は
な
く
、
正
常
な
社
会
の
構
造
的
必
然
性
を
、
そ
の

具
体
性
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
は
な

い
、「
資
本
主
義
社
会
の
上
部
構
造
の
腐
敗
が
諸
階
級
に
も
た
ら
す
諸
結
果
を
理
論
的
に
解
明
す
る
」
独
自
の
社
会
問
題
理
論
の
必

要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

第
１
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
論
考
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
真
田
先
生
の
社
会
問
題
に
関
す
る
研
究
は
必
ず
し
も
狭
義
の
社
会

福
祉
や
社
会
保
障
政
策
の
対
象
論
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
資
本
主
義
社
会
が
生
み
出
す
社
会
問
題
を
史
的
唯
物
論
の
立
場
か
ら

分
析
す
る
と
、
そ
の
社
会
問
題
へ
の
社
会
的
対
応
に
は
、
当
該
国
家
が
そ
の
存
続
の
た
め
に
実
施
を
迫
ら
れ
る
政
策
的
対
応
を
超
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
体
制
の
下
で
は
原
理
的
に
対
応
で
き
な
い
課
題
も
析
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
の
社
会
問
題
理
論

で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
廃
止
を
志
向
し
な
い
社
会
問
題
認
識
や
政
策
の
虚
偽
性
の
批
判
に
ア
ク
セ
ン

ト
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
徐
々
に
、
最
終
解
決
に
至
る
前
の
社
会
問
題
の
諸
結
果
が
も
た
ら
す
痛
苦
対
策
の
意
味
と
重
要
性
を
強
調

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
の
『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』（
青
木
書
店
）
で
は
そ
う
し
た
視
点
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　
「
基
本
的
視
点
」
に
は
、
そ
の
『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』
か
ら
序
章
の
「
現
代
社
会
と
社
会
問
題
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
社
会
問
題
と
は
何
か
が
「
問
題
」
認
識
の
あ
り
方
、
社
会
問
題
に
お
け
る

「
社
会
」
の
捉
え
方
、
社
会
問
題
と
人
間
の
問
題
と
い
う
視
点
で
平
易
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
社
会
問
題
に
苦
し
ん
で
い

る
諸
個
人
・
家
族
に
た
い
す
る
対
策
と
の
関
連
で
、
社
会
問
題
の
人
間
的
・
個
人
的
な
諸
側
面
の
周
到
な
研
究
の
必
要
性
や
、
資
本

主
義
社
会
が
も
た
ら
す
高
度
な
生
産
力
と
近
代
民
主
主
義
が
社
会
問
題
解
決
の
た
め
の
基
礎
条
件
を
整
え
る
こ
と
の
意
味
と
、
社
会

問
題
の
最
終
解
決
に
至
ら
な
い
、
社
会
問
題
の
軽
減
・
改
善
の
た
め
の
措
置
・
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

と
関
わ
っ
て
、
社
会
問
題
の
諸
結
果
へ
の
対
策
と
し
て
の
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
な
ど
の
痛
苦
対
策
が
、
社
会
問
題
の
最
終
的
解
決

に
至
る
た
め
の
主
体
的
条
件
を
整
備
、
成
熟
さ
せ
る
意
味
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

　

Ⅱ
の
「
社
会
問
題
の
『
基
礎
理
論
』」
に
は
、
前
述
の
『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』
か
ら
第
一
部
の
社
会
問
題
の
基
礎
理
論
の
個

所
、
す
な
わ
ち
、「
経
済
と
社
会
問
題
」、「
社
会
関
係
と
社
会
問
題
」、「
国
家
と
社
会
問
題
」、「
文
化
と
社
会
問
題
」、「
社
会
体
制

と
社
会
問
題
」
の
す
べ
て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』
に
よ
っ
て
、
真
田
社
会
問
題
の
基
礎
理
論
は
ほ
ぼ
完

成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
経
済
」、「
社
会
関
係
」、「
国
家
」、「
文
化
」、「
社
会
体
制
」
と
い
う
五
つ
の
フ
レ
ー
ム

に
よ
っ
て
社
会
問
題
を
体
系
的
に
把
握
す
る
理
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
経
済
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
経
済
、
資
本
蓄
積
が
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社
会
問
題
の
基
底
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
経
済
の
社
会
問
題
と
の
関
係
は
直
接
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
間
接
的
な
も

の
や
「
社
会
の
経
済
化
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
る
社
会
問
題
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
社
会
問
題
把
握
の
た
め
に
は
経
済
学

的
な
接
近
と
あ
わ
せ
て
史
的
唯
物
論
的
な
接
近
が
必
要
と
さ
れ
る
と
す
る
。

　

二
つ
目
に
、「
社
会
関
係
」
と
社
会
問
題
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
物
神
崇
拝
な
ど
資
本
主
義
的
な
社
会
関
係
の
特
質
と

問
題
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
資
本
主
義
経
済
と
社
会
関
係
の
照
応
関
係
と
と
も
に
両
者
の
ズ
レ
の
も
た
ら
す
社
会
問
題
へ

の
影
響
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
社
会
関
係
へ
の
注
目
は
社
会
問
題
の
多
様
性
の
解
明
や
社
会
問
題
の
克
服
と
の
関
連
で
重
要
な
提
起

と
な
っ
て
い
る
。
三
つ
目
に
は
、「
国
家
」
と
社
会
問
題
と
の
関
係
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
階
級
国
家
論
に
立
ち
な

が
ら
も
、
そ
の
階
級
性
を
勤
労
者
が
公
共
性
を
要
求
し
て
、
社
会
問
題
対
策
を
迫
る
こ
と
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
犯
罪

や
非
行
な
ど
社
会
秩
序
を
め
ぐ
る
問
題
が
社
会
の
公
共
性
・
共
同
性
へ
の
侵
害
・
侵
犯
の
社
会
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
国
家
に
よ
る
社
会
問
題
対
策
へ
の
対
応
と
し
て
、
公
共
性
と
と
も
に
実
効
性
の
要
求
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
独

占
段
階
に
入
っ
た
資
本
主
義
国
家
の
社
会
問
題
対
策
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
福
祉
国
家
に
つ
い
て
は
、「
改
良
主
義
」
の
一

例
と
い
う
こ
と
で
正
面
か
ら
の
検
討
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　

四
つ
目
に
は
「
文
化
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
社
会
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
化
の
問
題
が
人
間
主
体
の
問
題
と

重
な
り
、
一
方
で
問
題
が
問
題
を
呼
ぶ
「
社
会
問
題
の
重
層
化
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
他
方
で
、
社
会
問
題
を
克
服
す
る
主
体
の

形
成
と
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
犯
罪
や
非
行
な
ど
が
「
行
為
と
し
て
の
社
会
問
題
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

社
会
問
題
は
社
会
状
況
や
文
化
状
況
が
個
人
を
介
し
て
発
現
す
る
社
会
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
社
会
問
題
の
「
成
立
」
と
関

わ
っ
て
、
問
題
状
況
を
認
識
・
評
価
す
る
社
会
規
範
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
資
本
主
義
社
会
の
規
範
は
社
会
問
題
を
成
立

さ
せ
る
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
よ
う
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
さ
え
破
壊
さ
れ
る
状
況
で
は
、
社
会
問
題
が
成
立
せ
ず
に
、「
潜

在
化
」
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
現
在
は
社
会
規
範
が
多
元
化
し
て
い
る
が
、「
先
駆
的
な
価
値
観
」
を
探
り
当
て
、
そ
れ
を
広

げ
る
こ
と
で
社
会
問
題
を
成
立
さ
せ
る
上
で
よ
り
進
ん
だ
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

五
つ
目
に
「
社
会
体
制
」
と
社
会
問
題
と
の
関
連
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
、
産
業
資
本
主
義

段
階
、
独
占
資
本
主
義
段
階
と
い
う
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
社
会
問
題
の
変
化
と
各
段
階
で
の
特
徴
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
社
会
体
制
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
し
て
、
社
会
問
題
を
、
具
体
性
、
特
殊
性
、
固
有
性
を
も
取
り
込
め
る
フ
レ
ー
ム
を
提
起
し

て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
Ⅲ
の
「
社
会
問
題
の
展
開
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
九
七
二
年
の
『
社
会
問
題
と
資
本
主
義
社
会
』（
汐

文
社
）
の
第
二
章
「
社
会
問
題
展
開
の
論
理
」
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。『
社
会
問
題
と
資
本
主
義
社
会
』
で
は
、「
社
会
体
制
」
が

「
歴
史
的
個
体
の
問
題
」
と
し
て
検
討
さ
れ
、
社
会
発
展
の
一
般
的
法
則
の
具
体
化
の
面
が
強
調
さ
れ
て
、
個
体
＝
特
殊
性
の
観
点

は
、「
社
会
問
題
の
本
質
で
あ
る
生
産
関
係
を
安
泰
に
し
て
お
く
方
針
」
で
あ
る
と
し
て
批
判
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
に

お
け
る
社
会
問
題
の
具
体
的
研
究
の
進
展
や
社
会
運
動
の
発
展
な
ど
の
現
実
的
な
課
題
を
受
け
て
、「
社
会
体
制
」
ア
プ
ロ
ー
チ
の

内
容
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
二
つ
の
基
本
的
な
基
準
と
二
つ
の
補
足
的
な
基
準
を
用
い
て
社
会
問
題
の
分
類
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

Ⅳ
の
「
戦
後
日
本
の
社
会
問
題
の
展
開
」
で
は
、
一
九
九
二
年
の
『
社
会
問
題
の
変
容
』（
法
律
文
化
社
）
か
ら
、「
Ⅰ
社
会
問
題

の
現
局
面
」、「
Ⅱ
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
─
伝
統
的
社
会
問
題
の
ゆ
く
え　

１
労
働
問
題
」、「
２
貧
困
問
題
」、「
Ⅲ
新
し
い
波　

１

生
活
問
題
」、「
２
社
会
病
理
」
と
、
部
落
問
題
に
関
す
る
著
述
の
箇
所
を
除
き
す
べ
て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
一
九

七
八
年
の
『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』
で
は
第
二
部
の
「
現
代
日
本
の
社
会
問
題
」
に
相
当
す
る
。
真
田
先
生
は
前
著
の
出
版
か
ら

一
五
年
目
の
こ
の
著
書
の
「
は
じ
め
に
」
の
な
か
で
、
社
会
問
題
研
究
が
下
降
線
を
た
ど
っ
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
れ
が
日
本
社

会
の
急
激
な
変
化
を
反
映
し
た
「
社
会
問
題
の
変
容
」
を
と
ら
え
き
れ
な
い
、
研
究
上
の
保
守
主
義
が
関
係
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
社
会
問
題
の
変
容
」
を
正
確
に
解
明
す
る
た
め
に
、
前
著
で
は
「
論
理
展
開
に
よ
る
論
証
」
で
済
ま
せ
た
の
に
対
し
、

本
書
で
は
「
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
」
に
重
点
を
お
き
、
理
論
展
開
は
ま
た
機
会
を
得
て
提
起
し
た
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
真
田
先
生
の
研
究
関
心
は
社
会
問
題
理
論
か
ら
社
会
保
障
、
社
会
福
祉
な
ど
へ
と
シ
フ
ト
し
た
た
め
に
、
ま
と
ま
っ
た
社
会
問

題
研
究
と
し
て
は
こ
の
『
社
会
問
題
の
変
容
』
が
最
後
の
著
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
社
会
問
題
の
変
容
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
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九
二
年
五
月
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
や
ソ
連
の
解
体
な
ど
東
欧
の
旧
「
社
会
主
義
」
圏
の
崩
壊
直
後
の
時
期
に
あ
た
る
。「
社

会
問
題
の
現
局
面
の
特
徴
づ
け
」
に
も
当
然
、
こ
う
し
た
世
界
史
的
激
動
が
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。「
二
一
世
紀
に
向
け
て
」
の

記
述
の
な
か
で
、
ソ
連
圏
の
崩
壊
が
民
主
主
義
の
前
進
と
人
権
の
新
し
い
水
準
が
切
り
拓
か
れ
、
人
権
に
関
わ
る
社
会
問
題
の
顕
在

化
に
よ
る
解
決
の
方
針
が
探
ら
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
二
一
世
紀
課

題
と
し
て
は
、
高
齢
社
会
が
生
み
出
す
多
様
で
深
刻
な
社
会
問
題
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

伝
統
的
社
会
問
題
と
し
て
の
労
働
問
題
と
貧
困
問
題
に
お
い
て
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
労
働
問
題
で
は
、
戦
後
改
革

に
よ
る
民
主
主
義
の
圧
力
と
高
度
成
長
に
よ
る
生
産
性
・
生
産
力
の
発
展
と
に
よ
っ
て
「
労
働
問
題
隠
し
」
の
必
要
性
と
そ
の
た
め

の
物
質
的
条
件
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
労
働
問
題
の
様
相
に
お
け
る
変
化
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
様
相

の
変
化
が
労
働
運
動
に
も
た
ら
す
影
響
の
解
明
が
課
題
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
踏
み
込
ん
だ
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
貧
困

問
題
に
つ
い
て
は
、
貧
困
問
題
を
解
決
・
解
消
す
る
た
め
の
生
産
力
的
条
件
は
前
進
し
た
が
、
こ
れ
を
生
か
す
社
会
的
な
体
制
や
力

が
未
成
熟
な
な
か
で
起
き
て
い
る
と
し
、
生
産
の
社
会
化
に
適
合
し
た
生
活
の
社
会
化
の
推
進
に
よ
り
、
貧
困
問
題
解
決
に
む
け
て

の
大
き
な
歴
史
的
変
化
に
つ
な
げ
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
新
し
い
社
会
問
題
と
し
て
、
生
活
問
題
と
社
会
病
理
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
生
活
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
九
七

八
年
の
『
現
代
社
会
問
題
の
理
論
』
に
お
い
て
も
「
現
代
の
生
活
様
式
と
生
活
問
題
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
生
活

の
社
会
化
」
と
生
活
様
式
の
「
日
本
的
特
殊
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
生
活
問
題
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
新
し
い

社
会
問
題
と
し
て
の
社
会
病
理
は
、
前
著
な
ど
で
は
「
現
代
の
退
廃
と
疎
外
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
り
、
ま
た
「
行
為
と
し
て
の
社
会

問
題
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
の
『
社
会
体
制
と
社
会
問
題
』（
青
木
書
店
）
で
も
社
会
問
題
の
諸
相
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
社
会
病
理
」
と
し
て
カ
ッ
コ
つ
き
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
社
会
病
理
学
と
一
体
で
用
い
ら

れ
る
こ
の
「
社
会
病
理
」
と
い
う
用
語
の
使
用
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
社
会
病
理
を
「
社
会
生
活
の
共
同
生
活
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
侵
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
の
人
権
・
諸

権
利
を
侵
害
す
る
も
の
、
お
よ
び
社
会
関
係
の
定
型
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
集
団
関
係
の
崩
れ
に
よ
っ
て
本
人
と
他
者
の
発
達
に

障
害
を
お
よ
ぼ
す
も
の
」
と
定
義
し
て
、
こ
れ
を
新
た
な
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
病
理
が
社
会
を

内
部
か
ら
腐
食
さ
せ
て
存
立
を
危
う
く
す
る
と
い
う
容
易
な
ら
ざ
る
局
面
に
き
て
い
る
と
い
う
状
況
認
識
か
ら
き
て
い
る
。
政
治
、

経
済
、
文
化
の
頽
廃
が
、
家
族
・
地
域
状
況
や
労
働
・
生
活
状
況
を
経
由
し
て
、
個
別
環
境
に
影
響
し
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
通
っ

て
社
会
病
理
事
象
と
し
て
発
現
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
問
題
事
象
を
社
会
「
病
理
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
で
把
握
す
る
こ
と
の
積
極
的
意
味
の
説
明
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

Ⅴ
の
「
社
会
問
題
の
克
服
」
で
は
、
一
九
七
三
年
の
『
現
代
日
本
の
社
会
問
題
』（
汐
文
社
）
の
第
４
章
「
社
会
問
題
の
克
服
の

方
向
」
と
一
九
八
八
年
の
飯
田
・
浜
岡
編
『
人
間
性
の
危
機
と
再
生
』（
法
律
文
化
社
）
所
収
の
「
社
会
問
題
の
克
服
を
め
ざ
し

て
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
三
年
の
著
作
で
は
、
社
会
問
題
の
克
服
と
の
関
連
で
、
社
会
政
策
や
社
会
保
障
な
ど
資
本
主
義

国
家
の
政
策
と
社
会
運
動
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
述
の
特
徴
は
、
社
会
問
題
に
対
す
る
社
会
問
題
対
策
と

し
て
の
政
策
と
社
会
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
で
あ
る
。
資
本
主
義
国
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
社
会
政
策
、
社
会
保
障
が
階
級
闘

争
の
視
点
か
ら
批
判
的
に
検
討
さ
れ
、
社
会
政
策
や
社
会
保
障
が
資
本
主
義
の
永
続
化
の
道
具
と
さ
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
福
祉
国
家
論
も
「
思
想
攻
撃
の
武
器
と
し
て
社
会
保
障
を
使
う
」
も
の
と
し
て
、
独
占
資
本
の
国
家
を

美
化
す
る
産
物
と
し
て
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
論
考
で
は
国
家
の
社
会
問
題
対
策
の
原
動
力
と
し
て
社
会
運
動
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
社
会
運
動
が
す

べ
て
の
社
会
問
題
克
服
の
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、「
翼
賛
型
社
会
運
動
」
や
「
均
衡
論
」
的
な
社
会
運
動
理
論
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
対
置
し
て
「
階
級
闘
争
と
し
て
の
社
会
運
動
」
が
、「
階
級
闘
争
こ
そ
が
、
つ
ま
り
利

害
の
対
立
こ
そ
が
、
資
本
主
義
国
家
の
社
会
問
題
対
策
の
内
容
を
も
決
定
す
る
も
の
」
と
の
立
場
か
ら
、
労
働
運
動
や
社
会
保
障
闘

争
な
ど
の
社
会
運
動
は
階
級
闘
争
の
一
環
と
し
て
、「
資
本
主
義
の
も
と
で
の
生
活
改
善
の
闘
い
が
資
本
主
義
を
廃
止
す
る
方
向
に

つ
な
が
っ
て
い
く
」
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
八
八
年
の
「
社
会
問
題
の
克
服
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、「
社
会
問
題
と
主
体
形
成
」
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

の
特
徴
は
、
社
会
問
題
が
社
会
問
題
克
服
に
お
け
る
主
体
形
成
に
と
っ
て
不
利
に
働
く
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
社
会
問
題
対
策
と
し
て
行
わ
れ
る
「
改
良
主
義
」
対
応
が
主
体
の
形
成
を
妨
げ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
階
級
闘
争
の
状
況
に
よ
っ

て
は
社
会
問
題
の
克
服
の
道
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
起
こ
る
。
し
た
が
っ
て
改
良
は
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
こ
と
と

関
連
し
て
「
福
祉
国
家
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
警
戒
の
対
象
か
ら
支
配
階
級
の
意
図
の
範
囲
を
超
え
る
可
能
性
を
も
つ
と
し

て
、「
福
祉
国
家
」
政
策
に
反
対
す
る
方
針
は
正
し
く
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
き
て
福
祉
国
家
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

　

社
会
保
障
や
社
会
福
祉
な
ど
の
社
会
問
題
対
策
に
従
事
す
る
労
働
の
も
つ
意
味
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
労
働
は
労
働
そ
の
も

の
の
な
か
に
社
会
問
題
の
不
当
性
を
認
識
す
る
モ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
労
働
過
程
を
通
し
て
当
事
者
の
主
体
形
成
を
促

進
す
る
モ
メ
ン
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
主
体
形
成
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
社
会
問
題
の
自
己
責
任
論
・
怠
惰
論
な
ど
の
支

配
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
注
入
し
、
他
方
で
、
技
術
主
義
・
専
門
主
義
へ
の
誘
導
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
最
後
に
、
社
会
問
題
克
服

の
政
策
方
針
と
し
て
、
社
会
問
題
の
種
類
ご
と
に
生
命
表
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
克
服
の
政
策
方
針
の
固
有
性
を
踏
ま

え
た
対
策
と
克
服
と
の
体
系
化
を
精
緻
化
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
真
田
著
作
集
の
第
1
巻
に
収
め
ら
れ
た
諸
著
作
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
第
一

は
、
真
田
社
会
問
題
理
論
が
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
が
生
み
出
し
続
け
て
い
る
社
会
諸
問
題
の
正
確
な
把
握
と
、
そ
の
克
服
の
た
め

の
理
論
と
し
て
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
時
の
社
会
問
題
論
は
も
っ
ぱ
ら
主
体
の
側
の
認
識
に
引
き
付
け

た
も
の
が
多
く
、
客
観
的
な
資
本
主
義
社
会
の
構
造
に
結
び
つ
け
た
社
会
問
題
分
析
は
少
数
に
な
っ
て
い
る
。
真
田
理
論
に
学
ん
で

改
め
て
現
代
日
本
資
本
主
義
と
結
び
つ
け
た
社
会
問
題
の
客
観
的
産
出
と
主
体
の
側
で
の
社
会
問
題
認
識
の
深
ま
り
や
歪
曲
な
ど
に

つ
い
て
、
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
真
田
社
会
問
題
論
の
軌
跡
は
、
社
会
問
題
理
論
や
社
会
問
題
認
識
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
徐
々
に
現
実
の
具
体
的
な
社
会
問
題
の
突
き
つ
け
る
課
題
の
解
明
へ
と
移
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
鳥
瞰
図
で
社
会

問
題
を
と
ら
え
る
目
と
と
も
に
、
実
践
や
運
動
の
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
社
会
問
題
の
具
体
的
な
課
題
を
複
眼
的
に
と
ら
え
る
こ
と

へ
と
進
化
し
て
い
る
。
改
良
や
社
会
病
理
へ
の
評
価
の
変
化
は
こ
う
し
た
中
で
の
現
実
と
の
格
闘
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

真
田
先
生
の
研
究
軌
跡
は
研
究
上
の
保
守
主
義
へ
堕
す
こ
と
へ
の
戒
め
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
三
に
、
真
田
先
生
は
社
会
問
題
理
論
に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
た
ま
ま
で
、
個
別
的
な
社
会
問
題
に
関
す
る
対
策

と
克
服
の
体
系
化
の
精
緻
化
と
い
う
課
題
は
後
進
に
委
ね
て
、
他
の
分
野
の
研
究
へ
と
中
心
を
移
さ
れ
て
い
る
。
社
会
問
題
、
社
会

運
動
、
社
会
問
題
対
策
と
い
う
真
田
社
会
問
題
理
論
の
基
本
的
枠
組
み
を
用
い
て
、
個
別
的
な
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
た
社
会
問
題

克
服
の
政
策
方
針
を
提
起
す
る
課
題
が
わ
れ
わ
れ
後
進
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。


